
■ 島留学説明会 

 東京（６月２６日）・大阪（６月２８日）にて島外の中学生、保護者、教

育関係者向けの島留学説明会を実施しました。合計 70 名ほどが参加

し、島ならではの教育環境や高校魅力化について熱心に耳を傾けてい

ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

島前高校の第一志望者の増加 

志願者数は年々減少してい

ましたが、魅力化プロジェクトを

契機に増加へ転じました。全国

の過疎地域の高校の中では異

例とも言える結果です。 

卒業生の合格実績 

国公立大学への合格者数も

増え続け、昨年は述べ 7 名に。

これは卒業生の約４分の１に当

たります。 今年度は早稲田大

学や法政大学への合格や、山

陰合同銀行、郵便局への内定

も決定しています。 

■ オープンスクール 

 島外の中学生及びそのご家族対象のオープンスクール（８月１９日）

に、今年は２２組４７名が参加、昨年度比３倍の人数が集まりました。 

アンケートでは「オープンスクール参加前より、実際にこの学校に来て魅

力を感じた」（中学生）、「生徒が明るく成長している様子を伺い、是非

子供を貴校で学ばせたい。」（保護者）との感想がありました。 
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異例の学級増が実現！～島前高校の取り組み～ 

■ 島前高校の教育の特徴 

島前高校では、地域の特色を生かした授業を行い、島前地域の未来

を担う人材の育成を目指しています。 

 徳島県上勝町・（株）いろどりの横石氏や島内の起業家や活躍されて

いる方を外部講師として迎え、生徒一人ひとりの可能性を広げる授業を

行いました。 

 新設の地域創造コースでは「地域学」や「フードデザイン」など、島前の

地域資源を活かしながら、社会に出て必要な力を身につける授業を展開

しています。 

■ 島前高生は内航船無料に 

来年度から、本校に通う生徒は内航船が無料化になります。三町村

からの補助を受け、地域に支えられていることを強く感じます。 

島内外への情報発信 

■ 島前高校見学会 

 ９月１５日に、島前三町村中学 3 年生対象に高校見学会を実施し、

高校生活や島前高校について理解していただきました。 また１１月に

は、三町村それぞれの中学校、公民館等で生徒・保護者向け説明会

も開催し、中学生や保護者の不安に答えながら、地域であまり知られて

いない本校の取り組みを知っていただきました。 

過去の国公立大学合格実績 

平成 19 年度：38 名中 1 名    

平成 20 年度：28 名中 3名 

平成 21 年度：31 名中 4名 

平成 22 年度: 26 名中 7名 

平成 22年度卒業生の合格実績 

 県内の高校のクラス数が減少傾向にある中、島根県教育委員会は

島前高校の平成２４年度入学生定員を２クラス８０名とすることを発表し

ました。本校は平成１８年度入学生から１クラスとなっており、実に７年ぶ

りの入学生定員２クラスとなります。 

この快挙の背景にあるのが、「島前高校魅力化プロジェクト」です。

一時期本校は１学年２８名まで入学者数が落ち込み、存続への危機

感は高まりました。高校存続には本校の魅力化・活性化が必要だという

ことが共通認識となったことを契機に、高校と地域が一体となった新たな

挑戦が始まりました。 

今年度入学生は４０名、うち東京や大阪など島前地域外出身者は

１３名となっています。 

 

【主な取り組み】 

・「地域創造コース」と「特別進学コース」の２コース制を開始 

・高校地域の連携型公営塾「隠岐國学習センター」の設立 

・意欲ある島外生を受け入れる「島留学」制度開始 
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島前高校へのご協力をお願いいたします。 

生徒の下宿先とショートステイ（短期滞在）先をさがしています。 

島外からの入学生は基本的に高校グランド横にある「鏡浦寮（定員56名）」で生活しています。今後は生徒の増加に伴い、寮がいっぱいにな

る可能性もありますし、島外から来た生徒が地域の方々との交流を図るためにも、下宿として生徒を預かって頂く方を探しています。また、「下宿ま

ではできないが、１・２日預かるだけなら大丈夫」というショートステイが可能な方も併せて探しています。 

県外から入学する生徒の「島
しま

親
おや

(身元引受人)」になってもらえませんか。 
県外から入学を希望する生徒は、島根県立高校への出願条件として島根県内に居住している「身

元引受人」が必要となります。「身元引受人」は簡単に言うと島外生徒にとって島での親代わりです。  

島前高校では、島前地域に居住する身元引受人を「島親」と呼ぶことにしています。昨年度は、島前

三町村の住民の方々にも島親を多数引き受けていただいています。現在、島親の方々は、時々対象

生徒と交流を図り、親睦を深めています。また、生徒たちも島親の方々がいることで、安心して学校生活

を送っています。今後も、島外から意欲ある生徒が入学してくると思われます。そこで、島前地域で島親

になってくださる方を多数探しています。 

■連絡担当者  〒684-0404 島根県隠岐郡海士町福井 1403 隠岐島前高等学校内 魅力化プロジェクト事務局 浜板健一・岩本 悠  

Tel 08514-2-0731 Fax 08514-2-9050 携帯（浜板）090-9506－9097 メール hamaita-keniti@town.ama.shimane.jp 

■地域国際交流部「ヒトツナギ」 生徒報告 

今年度 8 月 7 日から１１日に、ヒトツナギツアーを行いました。島内外か

ら集った参加者は 14 人。島の魅力である“人”を感じてもらうため、「歓芸

会」や「指令」、ホームステイなどを実施し、4 日目にはお世話になった

方々への感謝の気持ちを伝えるだんだんパーティーを開きました。 

 初めはぎこちなかった参加者も次第に打ち解け、強いつながりができて

いきました。「またヒトツナギに参加したい」、「島の人の温かさと愛をたくさん

もらった」といった嬉しい感想をもらいました。 

 この 4 泊 5 日の旅を通して、参加者は島前の良さを十分に体感してくれ

たと思います。私達スタッフも、色々な場面で島前の皆さんに助けていた

だき、島の人たちの温かさを改めて感じました。地域の方々の協力のおか

げで、今回の旅を実現することができたと思います。本当にありがとうござ

いました。 

■男子ソフトテニス部 平成２２年度高校総体３位 他 

 男子ソフトテニス部は昨年度高校

総体で団体 3 位に輝き、今年度総

体では個人で中川・大脇ペアが 7

位入賞、中国大会に出場しました。 

 また、ＮＴＴ西日本の国内トップレベ

ルの選手、監督からの指導も受け、

更なる結果に向け頑張っています。 

■全国レスリング合同強化合宿 

8 月には、本校を会場に「第一回

全国レスリング合同強化合宿」が開

催されました。日体大や明治大学

等の大学生や高校生など全国から

64 名が参加し、本校レスリング部と

島前のちびっ子レスラーと交流しまし

た。 

今私達は、ヒトツナギで感じたことを伝えていけるよう、旅のアルバムや 

ＤＶＤを製作しています。また地域の行事にも参加して、たくさんの人とつな

がっていきたいです。今後もみなさんにお世話になることがあると思います

が、どうぞよろしくお願いします。     （地域国際交流部・１年生) 

島前高校魅力化の会では、この「島親」「下宿先」「ショートステイ先」を募っております。 

興味・関心のある方は下記担当者まで是非ご一報ください。 

隠岐國学習センター取り組みのご紹介  
隠岐國学習センターは昨年 6 月に開所した公営塾です。一般的な進学塾とは異なり、島前高校と連携をとりながら生徒の進路実現を支援します。

単に勉強だけでなく、社会に出て必要な力を身につける場であることが隠岐國学習センターの特徴です。 

主に 2･3 年生を対象に実施している「夢ゼミ」という授業では、大学の

ゼミ形式で、生徒が自分の夢を発表してその内容について意見を述べた

り質問したりし、議論を深め、夢の実現に近づく支援をしています。地域の

社会人の方にもご参加いただいています。 

 現在、島前高校の全校生徒の約３分の１が通い、夜 6 時から 10 時ま

で学んでいます。受験生は来年 1 月のセンター試験に向け、夜 11 時ま

で残って一生懸命勉強しています。 

 

 

「部活動」最近の成果・活動報告 


